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 ２日目の午後からの選択別体験は、「ラフティング」・「コルチナアドベンチャー」

「マウンテンバイク」・「釣り」・「アイス＆ジャムづくり」の５つに分かれます。 

 ラフティングはゴムボートで犀川
さいがわ

を１２

ｋｍ下る約９０分のコース。講習をうけて

GO！みんなで協力してパドルを漕ぎなが

ら、時には他のボートと水のかけあいをした

り、流れの緩やかなところではインストラク

ターの指導で川に飛び込んだり・・・いい天

気で暑さも感じるくらいなので、冷たい川の

水が気持ちいい！楽しくてあっという間に

ゴールに到着でした。 

 コルチナアドベンチャーは、森の中のアス

レチックコース。一番高いところは８ｍある

そうです。実際に上ってみると、下で見ていた

よりも高く感じて足がすくみます。「こわい

～。」「揺らさんといて～！」となかなか前に進

めない人が多い中で、ひょいひょいと身軽に

こなしていく人も。時間とともにだんだん慣

れてきて、何度も回りました。コースの最後に

あるジップラインが楽しかったですね。 

 マウンテンバイクは、山の上までゴンドラで自転車を

運び、ダウンヒルのコースに挑みます。自然の土の道な

んて普段はなかなか運転しないので最初は緊張しまし

たが、慣れてくると風を感じてとても気持ちいい体験で

した。 

 釣りは、放流されているニジマスを釣って、さばいて、

焼いて、食べます。みなさんの腕がいいのか、どんどん

釣れます。焼いて食べたニジマスはおいしかったです

ね。釣りのあとは川遊びも楽しみました。 

 アイス＆ジャムづくりは、信州牛乳を使ったアイスク

リームと信州産のブルーベリーを使ったジャムをつく

ります。グループで協力しておいしいアイスとジャムを

つくることができましたか？ 

修学旅行 ④ 



修学旅行の感想 ④ 
★３年間の中で最初で最後の校外学習。修学旅行当日の朝まで全然実感がなくて、友達とバス

の中で「ホンマに今から行くん？」とか話していたのに気づいたら最高の３日間が終わって

た。本当に行ったかどうか疑うぐらい夢のような時間で、家に帰ってから友達と撮った写真を

見返して「あぁ本当に終わってしまったんだ。」とやっと実感がわいた。民泊の「おんじ」と

すごく仲良くなれたこと・ラフティングで普段できないような体験ができ、たくさんの人と友

達になれたこと・大きいお風呂にみんなで入って爆笑したり、白田先生に呼ばれてめっちゃい

そいで着がえたこと・ホテルでいっぱいおしゃべりしたこと・バスの中でゲームをしたこと・

いっぱい写真を撮ったこと・ナガスパで青春したこと（〇〇くんの気絶w）。 

 幸せだなと実感してるとき、楽しいと思う時間は本当にあっという間に過ぎてしまうんだな

…と思った。                         （３組 ●● ●●） 

 

★僕はこのクラスにずば抜けて仲いい人が前のクラスに比べて少なかったから、正直楽しめる

か不安でした。ですが民泊もホテルも最強に楽しかったです。民泊は全員と仲良く夜ごはんを

楽しく作ったり、散歩やいろいろなことをできました。なので民泊の方にはとても感謝してい

ます。そして２日目はラフティングをしました。ラフティングは鬼楽しくて、僕のインストラ

クターはショーンでとてもイケメンでおもしろくフレンドリーでした。そしてホテルで一番

印象に残っているのは大浴場です。なぜならサウナでのがまん比べや３組の人との交流もあ

り、とても印象に残っています。３日目はナガシマスパーランドへ行きました。ジェットコー

スターが種類豊富で、スピードや高さがあり全ておもしろかったです。僕の修学旅行はとても

いい思い出になりました                    （４組 ●● ●●）  

 

★ぼくが修学旅行でいちばん心に残っていることは、民泊での生活です。ぼくが泊まったマル

ナカ旅館では、畑仕事やせっけん作りを学びましたが、自分的に最高だったのは、源流の風景

をこの目に収めたことです。源流は言葉では表現できないような美しさでした。これまで自然

の中で、ワサビや水芭蕉を見たことがなかったので感動しました。源流の水に手で触れてみた

ところ、真冬の雪のような冷たさでした。源流の水の透明度とその冷たさに驚きました。ヘビ

やカエルといった様々な生物を見ることができました。姫川源流は、春も夏もちがった風景で

楽しむことができるので、ぜひもう一度家族と一緒に訪れたいと感じました。 

 今回、このように景色を楽しめるようになったぼくは、大人の階段をまた一歩登ったのでは

ないのでしょうか？                      （４組 ●● ●●） 


